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補助事業概要の広報資料 

 

補助事業番号：22-01-083 

補助事業名 ：平成 22年度 文化財保存に関わる研究者の養成補助事業 

補助事業者名：財団法人 中近東文化センター 

 

１.補助事業の概要 

（１）事業の目的 

 トルコ共和国の中央部に位置するカマン・カレホユック遺跡には、古代オリエント世界

の歴史そのものが凝縮されている。この遺跡における発掘調査を通し、世界の共有財産で

ある文化財遺産の発掘調査、修復、保護を実践することにより、世界の考古学、歴史学に

寄与するのみならず、グローバルな視点に立った日本の文化行政を考えることのできる研

究者を養成し、もって公益の増進に寄与する。 

  

（２）実施内容 

 ア. 考古学の発掘調査を通して「文化財保存」若手研究者の養成（現地） 

  カマン・カレホユック発掘調査 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.jiaa-kaman.org/jp/excavation_kalehoyuk.html
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 平成 22 年度の出土遺物、遺構の保存、修復に関する研究者養成は、第 25次カマン・カレ

ホユック発掘調査と併行して行なった。当年度の現場での発掘は、7月から 8月までの約 2

ヶ月間であり、「文化財保存」の研究者養成は、その発掘期間中および 10月から 11 月の建

築遺構の保存作業の２期に分けて行なった。遺跡においては、昨年から引き続き 10mx10m

の発掘区を、北区において 6個、南区において 14個、計 20個の発掘調査を実施し、その後、

遺物の整理・保存修復等の作業、発掘した遺構の保存作業等に入った。なお当年度も、現地

において考古学フィールドコース（第 1 回：7 月 12 日〜7 月 24 日／第 2 回：7 月 26 日〜8

月 7日／第 3回：8月 9日〜8月 21 日）を開催し、総勢 10名の学生が参加した。期間中、

学生、若手研究者らは発掘現場で調査を実際に行ないながら、直接専門家の指導を受け「文

化財」の取り上げ、保存、修復に関する技術を習得に努めた。また、キャンプ内においても

専門家による修復等に関する講義が集中的に行なわれた。作業終了後は、キャンプのミィー

ティングルームで専門家を交えて、各自の報告、討論が行なわれた。当年度は、7 月 10 日

に開館したカマン・カレホユック考古学博物館（外務省 ODA により建設）において、発掘現

場から出土した遺物が展示されているのを実際に目の前にしながら授業を行った。 

 

 イ.トルコ調査報告会・研究会の開催 

 平成 23 年 3 月 26 日、27 日に予定していた 2010 年度トルコ調査報告会・第 21 回トルコ

調査研究会は、東日本大震災の影響により開催を見合わせた。 

 

（３）成果 

 ア. 考古学の発掘調査を通して「文化財保存」若手研究者の養成（現地） 

 第 25 次カマン・カレホユック発掘調査 

 考古学フィールドコース 2010 

 

カマン・カレホユック遺跡 

       

http://www.jiaa-kaman.org/jp/excavation_kl_25.html
http://www.jiaa-kaman.org/jp/act_field10.html
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遺物 

  

 

 

発掘区 

  

 準備作業、発掘調査、整理作業と約６ヶ月間に渡って行なわれた本補助事業の現地での

活動では、出土遺物—土器、青銅製品、鉄製品、土製品、石製品、獣骨、人骨、コイン、炭

化物等—の取り上げ方、保存修復の技術、発掘現場の建築遺構の保存、修復等、多岐に渡る

指導が行われた。現場において出土する遺物、遺構の最良の保存方法は決して一様なもの

ではなく、その場で臨機応変に判断し，対処しなければならない。保存修復専門家による

各々の遺物、遺構に適した取り上げ方や保存方法の指導を行えたことは、参加者の将来に

も大きな意味を持つものと言えるだろう。本年度は、7 月 10 日に開館したカマン・カレホ

ユック考古学博物館（外務省 ODA により建設）において授業を行った。参加者にとっては、
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発掘現場から出土した遺物が展示されているのを実際に目の前にしながらアナトリアの歴

史を体感できる授業であり、また自分たちが発掘した遺物がこのような形で修復、保存さ

れ、博物館に展示されることを自分の目で見ることのできるよい機会であっただろう。今

後、日本に戻った参加者が「文化財保存」を実行して行く上でたいへん有意義な経験であ

ったと考える。 

 

 イ. トルコ調査報告会・研究会の開催 

 当年度は、東日本大震災の影響により、2010 年度トルコ調査報告会・第 21 回トルコ調査

研究会を見合わせることとなったが、調査に参加した若手をはじめとする研究者、出土遺

物の分析を依頼した研究者らは、引き続き研究を継続しており、より内容の濃い研究成果

を報告できるものと考える。 

 

 

2.今後予想される効果 

 ア. 考古学の発掘調査を通して「文化財保存」若手研究者の養成（現地） 

 現在の発掘調査における「文化財保存」は、発掘に付随した一部分であり、あまり重き

を置かれてこなかったのではないだろうか。また、その専門家を養成するにあたっても、

国内外を問わず多くの場合は発掘現場と切り離された形で行われており，現地で長期間に

渡って研究者を養成するということは行なわれてきていない。本補助事業においては、「発

掘調査」、「文化財保存」は完全に一体化したものであり、どちらも等しく重要なものと捉

えている。このようなシステムは、今後の日本における「文化財保存」に強く影響を与え

るものと考える。 

 

 イ. トルコ調査報告会・研究会の開催 

 発表の機会が１年延びることとなったが、次の機会には、より深く広い視点から考察さ

れた研究成果の報告が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 



 

5 

3.本事業において作成した印刷物 

 Anatolian Archaeological Studies Vol.17 

 Anatolian Archaeological Studies Vol.XVII  

 

      表紙                       奥付 

   

 

目次 

 

 

 

 

http://www.jiaa-kaman.org/jp/aas/index17.html
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4.事業内容についての問い合わせ 

団体名称： 財団法人 中近東文化センター 

（ザイダンホウジン チュウキントウブンカセンター） 

住  所： 181-0015 東京都三鷹市大沢 3-10-31 

代表者名： 理事長 阿部 知之（アベ トモユキ） 

担当部署： アナトリア考古学研究所（アナトリアコウコガクケンキュウジョ） 

担 当 者： 研究員 吉田 大輔（ヨシダ ダイスケ） 

電話番号：  0422-32-7665 

F A X   ：  0422-31-9453 

E-mail ： tokyo@jiaa-kaman.org   

U R L  ： http://www.jiaa-kaman.org/ 

 

mailto:tokyo@jiaa-kaman.org
http://www.jiaa-kaman.org/

